
吉田医師

パ
プ
ア
ヘ
き
ょ
う
出
発

　
句
。
心
「
救
助
に
全
力
尽
く
す
」

　
国
際
医
原
援
助
団
体
「
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
結
協
議

会
）
」
（
本
部
・
岡
山
市
）
の

メ
ン
バ
ー
で
吸
両
部
脇
町
猪
尻

の
「
ホ
ウ
エ
ツ
病
院
」
医
師
貴

田
修
さ
ん
心
一
ぶ
Ｕ
腐
植
部
山
川

町
前
川
、
信
一
で
国
際
協
力
を

考
え
る
会
会
員
ｎ
が
二
十
四

日
、
跨
霧
に
よ
る
隙
肢
被
害
で

数
千
人
の
死
傷
者
・
行
方
不
明

者
を
出
し
て
い
る
パ
プ
ア
ニ
ュ

Ｉ
ギ
ニ
ア
に
向
け
て
出
発
す

る
。
米
に
拠
点
を
Ｒ
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ

（
非
政
府
組
織
）
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
ジ
ャ
パ
ン
」
が

釈
這
ず
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
と

之
も
に
被
災
地
入
り
し
、
緊
急

環
助
に
従
享
忌
た
め
で
、
八

月
二
日
の
帰
国
予
坦
ま
で
医
家

超
勤
ｆ
忌
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
現
地
の
ほ
と

ん
ど
の
負
傷
者
が
倚
折
し
て
い

る
た
め
こ
〒
ズ
が
高
い
外
科

の
習
印
医
師
派
遣
を
決
め
た
。

　
吉
田
医
師
は
、
成
田
窓
裔
か

ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
由
で
首

都
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ピ
ー
’
入
り
。

二
土
八
日
、

‘ 被
災
地
ア
イ
タ
ペ

に
入
る
。
・
被
災
税
端
で
は
、
二

十
一
日
に
出
発
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

メ
ン
バ
ー
ェ
人
（
外
料
医
二

人
、
看
護
娠
一
人
）
。
と
合
流
、

状
況
を
把
掘
し
な
が
ら
当
否

勤
を
続
け
る
。
二
十
二
日
夜
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
出
発
要
一
を
受
け

た
饗
田
医
師
は
、
勤
祭
ず
る
咽

院
や
週
末
診
療
に
当
た
っ
て
い

る
「
木
屋
平
診
旅
所
」
な
ど
に

協
力
を
求
め
、
了
承
さ
れ
た
。

　
十
七
日
筏
の
肆
肢
か
ら
六
日

巨
に
入
っ
た
被
災
地
で
は
多
く

の
死
傷
者
が
出
て
い
る
ほ
か
、

血
歿
ど
の
物
賢
が
極
度
に
不

足
し
て
い
る
も
よ
う
で
、
晋
田

医
師
は
「
ど
う
い
う
状
況
か
詳

新聞で/ぐプアニューギニア

の被災状況を確かめる西田

医師一脇町のホウエツ病院

し
く
は
分
か
ら
な
い
。

先
発
隊

と
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
被
｀
一
］

の
一
番
大
き
い
場
所
そ
中
心
に

負
傷
者
ら
の
救
助
活
動
に
金
力

を
尽
く
す
」
と
話
し
て
い
る
。

　
吉
田
医
師
は
一
九
八
九
（
平

成
元
）
年
、
冑
年
海
外
協
力
隊

員
と
し
て
ア
フ
リ
カ
’
マ
ラ
ウ

の
を
皮
切
り

に
、
九
四
年
か
ら
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

メ
ン
バ
ー
と
し
て
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
な
ど
で
国
際
医
療
活
動

に
従
事
し
た
。
現
任
は
ア
フ
リ

カ
・
ザ
ン
ビ
ア
の
栄
養
改
善
活

動
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
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